
（
前
号
あ
ら
す
じ

三
年
間
の

陸
軍
生
活
を
終
え
た
私
は
昭
和

十
六
年
十
二
月
の
日
米
開
戦
で

再
び
兵
役
に
就つ

き
、
船
舶
砲
兵

と
し
て
南
方
を
転
戦
。
戦
況
悪

化
の
中
、
撃
沈
船
救
助
で
は
少

数
を
見
殺
し
に
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
も
経
験
し
た
。
昭
和
十

九
年
九
月
に
命
令
で
広
島
へ
。

そ
し
て
二
十
年
八
月
六
日

）

八
月
六
日
の
朝
。
私
は
連
絡

の
た
め
広
島
市
郊
外
の
分ぶ

ん

遣け
ん

隊

か
ら
市
内
宇う

じ

品な
ち

町ょ
う

のあ

暁か
つ

部き

隊
へ

向
か
う
電
車
に
乗
っ
て
い
ま
し

た
。そ
の
途
中
の
八
時
十
五
分
、

千せ
ん

田だ
ち

町ょ
う

付
近
（
爆
心
か
ら
一
・

五

）
で
突
然
ピ
カ
ッ
と
強
烈

な
光
が
目
を
射
ま
し
た
。
あ
っ

と
驚
く
間
も
な
く
、
爆
発
音
と

同
時
に
爆
風
が
襲
い
、
立
っ
て

い
た
車
掌
台
か
ら
車
内
の
前
方

ま
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
。

◆

兵
隊
さ
ん
熱
い
よ
う

無
我
夢
中
で
車
外
へ
這は

い
出

し
、
真
っ
暗
闇
の
中
で
路
上
に

伏
せ
て
い
ま
し
た
。
ど
の
位
時

間
が
経た

っ
た
の
か
、
周
囲
が
明

る
く
な
っ
た
の
を
感
じ
て
頭
を

上
げ
、辺あ

た

り
を
見
回
し
ま
し
た
。

そ
の
時
の
光
景
は
今
もま

瞼ぶ
た

に
焼

き
付
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。
建
物

と
い
う
建
物
は
み
な
倒
壊
し
、

火
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
を
鷹た

か

野の

橋ば
し

方
面
か
ら
中
学

生
位
の
子
供
た
ち
が
腕
を
前
に

上
げ
、
裸
体
の
上
半
身
か
ら
焼

け
た
皮
膚
を
垂
ら
し
、
頭
は
椀わ

ん

を
被か

ぶ

っ
た
よ
う
な
異
様
な
姿
で

続
々
と
歩
い
て
来
る
の
で
す
。

一
体
何
が
あ
っ
た
の
か

。

一
刻
も
早
く
こ
の
状
況
を
本
隊

へ
知
ら
せ
な
け
れ
ば
と
歩
き
か

け
ま
し
た
が
、
体
が
動
き
ま
せ

ん
。
子
供
た
ち
は
こ
ち
ら
を
見

る
と

兵
隊
さ
ん
、
熱
い
よ
う

助
け
て
下
さ
い

水
を
下

さ
い

と
哀
願
し
ま
す
。
が
、

ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
時
の
光
景
を
思
い

出
す
と
、
可
哀
想
で
、
今
で
も

目
頭
が
熱
く
な
り
ま
す
。

◆

仇
を
討
っ
て
下
さ
い

爆
風
で
飛
ば
さ
れ
た
時
に
痛

め
た
の
か
、
思
う
よ
う
に
動
か

な
い
身
体
を
引
き
ず
り
、
よ
う

や
く
本
隊
に
到
着
す
る
と
、
救

助
隊
編
成
が
始
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
上
官
は

お
前
は
怪け

我が

し

て
い
る
か
ら
休
養
し
ろ

と
命

じ
ま
し
た
。
が
、
被
害
の
状
況

を
見
て
き
た
だ
け
に
従
う
訳
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
私
は
上
官
の

配
慮
を
返
上
し
、
部
下
十
人
を

連
れ
て
指
示
さ
れ
た
文
理
大
グ

ラ
ウ
ン
ド
へ
向
か
い
ま
し
た
。

ご
う
ご
う
と
音
を
た
て
る
炎

に
包
ま
れ
た
広
場
に
は
、お

夥び
た

しだ

い
数
の
被
災
者
が
逃の

が

れ
て
来
て

お
り
、
そ
の
光
景
は
ま
さ
に
地

獄
絵
で
し
た
。
頭
か
ら
血
を
流

し
横
た
わ
る
人
、
大
声
で
喚わ

め

き

な
が
ら
歩
き
回
る
人
、
眼
球
が

鼻
の
辺
り
ま
で
飛
び
出
し
、
そ

れ
を
手
で
支
え
な
が
ら
泣
い
て

い
る
女
の
子
、
死
ん
で
い
る
我

が
子
を
抱
え
、
自
分
も
火や

傷け
ど

で

息
絶
え
絶
え
の
母
親

。

人
々
は
口
々
に
兵
隊
さ
ん
、

助
け
て

水
を
飲
ま
せ
て
下
さ

い

こ
のか

仇た
き

は
必
ず
討
っ
て
下

さ
い

と
叫
ん
で
い
ま
す
。
元

気
を
出
す
ん
だ
ぞ

と
答
え
な

が
ら
次
々
と
担た

ん

架か

に
乗
せ
て
御み

幸ゆ
き

橋ば
し

ま
で
運
び
ま
し
た
。何
回
、

連
日
の
救
援
、自
ら
も
死
の
淵

何
十
回

ど
れ
だ
け
の
搬
送
を

繰
り
返
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

◆
脱
毛
と
猛
烈
な
下
痢
に

翌
日
も
翌
々
日
も
各
所
で
救

助
を
続
け
ま
し
た
が
、
十
日
目

位
か
ら
今
度
は
自
分
が
死
の
淵ふ

ち

へ
追
い
や
ら
れ
ま
し
た
。
脱
毛

と
共
に
猛
烈
な
下げ

痢り

に
襲
わ

れ
、
一
日
に
何
十
回
も
便
所
に

走
り
、
脱
水
症
状
で
気
を
失
っ

た
の
で
す
。
気
が
付
く
と
戦
友

た
ち
が
班
長
、一
時
は
駄
目
か

と
思
い
ま
し
た
よ

と
言
っ
て

い
る
の
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
相

当
重
症
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

軍
医
の
懸
命
の
手
当
て
も
あ
っ

て
、
私
は
何
と
か
一
命
を
取
り

留と

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
ん
な
最さ

中な
か

の
八
月
十
五

日
、
日
本
は
連
合
国
に
無
条
件

降
伏
し
、
戦
争
は
終
わ
り
ま
し

た
。
が
、
私
は
九
月
中
旬
に
復

員
す
る
ま
で
、
寝
た
切
り
の
病

人
で
し
た
。

（
つ
づ
く
）

●
交
通
科
学
博
物
館

コ
ウ
ハ

ク
家
の
歴
史

昭
和
レ
ト
ロ
の

暮
ら
し
と
、の
り
も
の
物
語

同
館
の
開
館
五
十
年
を
記
念

し
て
の
企
画
展
。
昭
和
三
十

四
十
年
代
の
交
通
（
航
空
機
・

船
舶
・
自
動
車
・
鉄
道
）
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
架
空
の
家
族

を
通
し
て

家
庭
と
乗
り
物

居
間
・
駄
菓
子
屋
・
煙
草
屋
・

遊
び

運
賃
や
価
格

流
行
の

衣
・
食
・
住

等
を
辿た

ど

る

写

真
は
大
阪
駅
で
の
特
急

こ
だ

ま

出
発
式
（
昭
和

年
）
。

関
連
展
示

昭
和
三
十

四
十

年
代
港
区
メ
モ
リ
ー

交
通
科

学
館
が
開
館
し
た
あ
の
頃

。

大
阪
市
交
通
局
、港
区
役
所
、港

新
聞
等
が
協
力
。
一
月
二
十
一

日

五
月
二
十
七
日

十

十

七
時
入
館
、
月
曜
休
館
（
祝
日

な
ら
開
館
し
翌
火
曜
休
、
火
曜

も
祝
日
な
ら
振
替
休
な
し
）。高

校
生
以
上
四
百
円
、
四
歳

中

学
生
百
円
。

弁
天
町
駅
す

ぐ
。
六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
２
３
５
回
定
期
演

奏
会

シ
ベ
リ
ウ
ス
最
後

の
弟
子
と
し
て
多
く
を
学
ん

だ

と
い
う
首
席
指
揮
者
・
藤

岡
幸さ

ち

夫お

写
真
右
（

）
の
シ
ベ
リ
ウ
ス
・
ツ
ィ
ク

ル
ス
第
一
夜
。
ピ
ア
ノ
は
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
、
シ
ョ
パ
ン
の

二
大
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞

し
た
唯
一
の
日
本
人
、
小
山
実み

雅ち

恵え

写
真
左
（

）
。

演
奏
曲
目
は

ブ
ラ
ー
ム
ス
‥

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番
二
短
調

作
品

吉よ
し

松ま
つ

隆
‥
朱と

鷺き

に
よ

せ
る
哀
歌

シ
ベ
リ
ウ
ス
‥
交

響
曲
第
７
番
ハ
長
調
作
品

。

二
月
三
日
（
金
）
十
九
時
か
ら

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

（

福
島
駅
）
で
。
十
八
時

四
十
分
か
ら
指
揮
者
プ
レ
ト
ー

ク
。
五
千
円（
完
売
）、
四
千

円
、

三
千
円
、
学
生
千
円
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
港
図
書
館

図
書
展
示

働
く
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る

本
展

二
月
末
ま
で
開
催
中
。

格
差
社
会
、ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
、

ニ
ー
ト
な
ど
労
働
を
と
り
ま
く

社
会
問
題
が
浮
上
す
る
中
、
働

く

こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
本

や

お
仕
事
小
説

を
集
め
、

展
示
。
展
示
リ
ス
ト
あ
り

お

た
の
し
み
会

幼
児
を
対
象
に

毎
週
水
曜
十
五
時
半

十
六

時
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙

芝
居
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手

遊
び
、
わ
ら
べ
う
た
の
紹
介
な

ど
。
申
込
不
要

あ
か
ち
ゃ
ん

の
お
た
の
し
み
会

赤
ち
ゃ
ん

と
保
護
者
を
対
象
に
毎
月
第
一

金
曜
十
一
時

十
一
時
半
。
赤

ち
ゃ
ん
が
絵
本
に
親
し
め
る
よ

う
工
夫
。
申
込
不
要

六
五

七
六

二
三
四
六
。

●
弁
天
シ
ネ
マ
倶く

楽ら

部ぶ

第

回

嵐
が
丘

イ
ン
グ
ラ
ン
ド

原
作
の
映
画
化

写
真
は
一
場

面
。
監
督
は

・
ワ
イ
ラ
ー
。

出
演
は

・
オ
リ
ヴ
ィ
エ
、

・
オ
ベ
ロ
ン
他
。
三
九
年
米
。

一
月
二
十
一
日
（
土
）
十
時
と

十
四
時
。各
回
当
日
先
着
百
名
。

一
人
六
百
円
（
前
売
五
百
円
）
。

六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
い
ず
み
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ

大
阪

抑
圧
か
ら
の
挑
戦
！

旧
ソ
連
、
体
制
下
の
傑
作

池
島
出
身
の
オ
ー
ボ
エ
奏
者

・
古ふ

る

部べ

賢け
ん

一い
ち

さ
ん

写
真

を

メ
ン
バ
ー
と
す
る
同
楽
団
の
定

期
演
奏
会
。指
揮
は
飯
森
範
親
。

演
奏
曲
目
は

新
実
徳
英
‥
室

内
協
奏
曲
第
２
番

（
委
嘱
新
作
・
初
演
）

シ
ョ

ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
‥
ピ
ア
ノ
協

北
部
の
農
場
主
一
家
に
雇
わ
れ

た
孤
児
ヒ
ー
ス
ク
リ
フ
。
冷
酷

な
虐
待
の
中
で
唯
一
の
心
の
支

え
は
美
し
く
成
長
し
た
娘
キ
ャ

ッ
シ
ー
だ
っ
た
。
互
い
に
激
し

く
惹ひ

か
れ
な
が
ら
も
彼
女
は
裕

福
な
家
の
嗣し

子し

と
の
結
婚
を
承

諾
。
傷
心
の
彼
は
突
然
姿
を
消

す
。
数
年
後
、
彼
女
の
前
に
姿

を
現
し
た
の
は
、
事
業
に
成
功

し
、
立
派
な
紳
士
と
な
っ
た
ヒ

ー
ス
ク
リ
フ
だ
っ
た
。
復
讐
に

燃
え
る
悲
運
な
人
間
の
愛
を
格

調
高
く
描
い
た

・
ブ
ロ
ン
テ

奏
曲
第
１
番
作
品

ほ
か
。
一

月
二
十
八
日
（
土
）
十
六

十

八
時
に
い
ず
み
ホ
ー
ル
（

大
阪
城
公
園
、地
下
鉄

）

で
。
一
般
五
千
円
、
学
生
千
円
。

六
九
四
四

一
一
八
八
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー

港
近

隣
寄
席

一
月
二
十
七
日（
金
）

十
四
時
か
ら
。
出
演
は
桂
鯛た

い

蔵ぞ
う

（
二
席
）
、
笑
福
亭
松ま

つ

五ご

。
定

員
五
十
名
（
当
日
先
着
順
・
申

込
不
要
）。協
力
金
五
百
円

懐

か
し
の
名
画
大
会『
赤
い
河
』

・
ホ
ー
ク
ス
監
督
。
出
演
は

・
ウ
エ
イ
ン
、

・
ク
リ
フ

ト
他
。
二
月
十
日（
金
）十
四
時

か
ら
。
協
力
金
百
円

同
セ
ン

タ
ー
は
八
幡
屋
一

四

二
〇

（
入
舟
公
園
隣
）。

六
五
七
二

〇
〇
二
〇
大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
会
港
区
支
部
協
議
会
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

巨
匠
・

今
井
正
の
世
界

日
本
映
画

界
最
大
の
巨
匠
の
一
人
、
今
井

正
監
督
の
生
誕
百
年
を
記
念
。

人
間
ド
ラ
マ
を
丁
寧
か
つ
抒
情

豊
か
に
描
き
な
が
ら
社
会
正
義

を
訴
え
た
生
涯
作
品
か
ら
戦
後

の
代
表
作
を
上
映
。
一
月
十
五

二
十
七
日
の
上
映
作
品
は

『
ま
た
逢
う
日
ま
で
』
写
真

『
に
ご
り
え

真
昼
の
暗
黒

『
キ
ク
と
イ
サ
ム
』
不
信
の
と

き

橋
の
な
い
川

橋
の

な
い
川
第
二
部

婉え
ん

と
い
う

女

海
軍
特
別
年
少
兵

小

林
多
喜
二

妖よ
う

婆ば

あ
に
い

も
う
と

子
育
て
ご
っ
こ

戦

争
と
青
春
。当
日
一
般
千
四
百

円
。
上
映
時
間
な
ど
詳
細
は
同

館
（
地
下
鉄
九
条

出
口
、

六
五
八
二

一
四
一
六
）
へ
。

●
画
廊
リ
バ
リ
ア

平
和
の
願

い
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
込
め
て
絵

画
人
生
を
送
っ
て
き
た
川
島
恵

美
子
さ
ん（
八
幡
屋
）が
昨
年
十

一
月
開
設
。一
階
は
常
設
展
、

二
階
は
ア
ト
リ
エ
。
月

金
曜

十
一
時

十
六
時
開
館
。
三
先

二

一
三

二
八
（
み
な
と
通

沿
い
、
地
下
鉄
朝
潮
橋
駅
す

ぐ
）、
七
五
〇
二

四
一
八
八
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
貴あ

な

方た

の
人
生
を
冊
子
に

聞

き
取
り
・
文
章
化
料
金
は
四
百

字（
原
稿
用
紙
一
枚
）千
円
が
標

準（
冊
子
五
冊
ま
で
無
料
）。

６
５
７
１
・
４
６
３
６
港
新
聞

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
２
３
５
回

定
期
演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
弁
天
シ
ネ
マ
倶
楽
部

嵐
が

丘

（
上
段
に
案
内
）
招
待
券

を
ペ
ア
２
組
に
。

●
ご
く
ら
く
と
ん
ぼ
一
座

平

次
ま
た
ま
た
飛
び
出
す
（
７
面

に
案
内
）招
待
券
ペ
ア
２
組
に
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

巨
匠
・

今
井
正
の
世
界

（
上
段
に
案

内
）
招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

中

し
ょ
う

の

た
だ
し

）（
築
港

）

し
ょ
う

の

た
だ
し

）（
築
港

）

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 日曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内


